
アジアパラ競技大会を活かした障害理解促進プロジェクト

「みんなで考える共生社会とボランティアM
ミ ズ ホ

IZUHO」
みんボラさん（ボランティア）募集

問 合 瑞穂区役所福祉課  ☎052-852-9367  FAX052-851-1350
 <NAGOYAビジョンについて>総務局アジア・アジアパラ競技大会推進課  ☎052-972-2231  FAX052-972-4205

今月のテーマ

２０２６アジア・アジアパラ競技大会

～大会の成功とその先を見据えて～
NAGOYAビジョンとは、アジア・アジアパラ競技大会のにぎわいや盛り上がりを契機に、名古屋市が目指すまちの姿を明らかにするもの。

アジアパラ競技大会への来場者の皆さんを温かく出迎えるため、障害のある人もない人も一緒に道案内やグッズ配布などのおもてなしをする。

ビジョン
NAGOYA
ビジョンに
ついてはこちら

活動内容

あなたも一緒にアジアパラ競技大会を盛り上げませんか？

やりがいを実感できる!日常で味わえない楽しさがある!安心して活動できる!

会場などへのルート案内活動例1 案内マップ・グッズの配布活動例2

障害のある人もない人も
関わり合いながら、

一緒にアジアパラ競技大会を
盛り上げる!

ボランティアの
応募はこちら

ボランティアは「してあげる」
というよりも「人との出会い
や関わり」を自発的に楽しむ
ものです。さまざまな境遇の
方や新たな自分と出会うこと
ができるので楽しいですよ!

 活動を通して、新しい気付きや学びを
得られる。
  立場や違いを超えて、共に社会を支え
る一員であることを実感できる。

 アジア各国・地域からの多くの来場者
に接することで、普段の生活では得ら
れない出会いを楽しめる。
 参加者同士で個性を尊重しながら、助
け合うことで、連帯感を感じられる。

 障害の有無にかかわらず、参加者一人
一人の個性やペースに合わせて、活動
をサポート。
 障害に対する理解を深めるための事
前研修を実施。

活動期間  10/18（日）～24（土）のうち原則2日間、1日あたり2時間程度
※活動日数・時間は相談可

活動場所  地下鉄桜通線｢瑞
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人数  70人程度 ※応募者多数の場合は、瑞穂区在住の方を優先し選考
受付  5/25（月）～7/15（水）

※イラストはイメージです。
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大会ボランティアやなごやウェルカムサポーターの方も参加可

誰でも
参加し、
活躍できる!
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